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●
歴
史
的
背
景

国
際
開
発
・
協
力
に
お
い
て
、
高
等

教
育
機
関
が
果
た
し
て
き
た
役
割
は
大

き
い
。
こ
れ
は
、
大
学
や
高
等
教
育
機

関
と
そ
の
人
材
が
、
国
際
的
な
活
動
を

行
い
う
る
能
力
を
有
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
大
学
・
高
等
教
育
は
、
国
家
か

ら
の
自
律
を
志
向
す
る
点
で
「
国
際
」

的
な
性
格
を
有
す
る
が
、
必
ず
し
も
社

会
や
経
済
の
開
発
・
発
展
を
第
一
の
行

動
原
理
と
し
な
い
。
同
時
に
、
大
学
や

高
等
教
育
と
開
発
と
の
関
わ
り
の
歴
史

は
深
く
、
国
家
に
必
要
な
官
僚
養
成
や

科
学
技
術
振
興
・
人
材
育
成
を
め
ぐ
り
、

自
然
科
学
、
工
学
、
農
学
な
ど
の
分
野

が
欧
米
や
日
本
な
ど
で
徐
々
に
大
学
・

高
等
教
育
の
主
役
に
躍
り
出
て
い
っ
た
。

ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
列
強
の
植
民
地
か

ら
次
々
と
独
立
国
家
が
誕
生
し
、
高
等

教
育
に
は
国
家
と
そ
の
産
業
の
発
展
の

中
核
を
担
う
人
材
の
育
成
が
期
待
さ
れ

た
。戦

後
の
日
本
と
途
上
国
の
高
等
教
育

と
の
関
係
は
、
日
本
が
一
九
五
四
年
に

コ
ロ
ン
ボ
・
プ
ラ
ン
へ
加
盟
し
、
ア
ジ

ア
諸
国
か
ら
の
研
修
員
の
受
け
入
れ
な

ど
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て

い
る
。
日
本
は
国
費
外
国
人
留
学
生
制

度
を
整
え
、
韓
国
や
戦
後
補
償
に
よ
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
含
め
、
主
に
ア
ジ
ア

の
途
上
国
か
ら
の
留
学
生
招
聘
事
業
を

開
始
し
た
。
こ
の
後
、
日
本
の
高
等
教

育
の
国
際
協
力
は
、
主
に
技
術
協
力
、

人
材
育
成
、
施
設
・
設
備
の
援
助
を
中

心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
東
海
大
学
と

タ
イ
の
モ
ン
ク
ッ
ト
王
工
科
大
学
ラ
カ

バ
ン
校
の
よ
う
に
組
織
的
な
連
携
関
係

を
築
い
た
例
が
あ
る
も
の
の
、
多
く
の

協
力
は
、
大
学
や
政
府
・
関
連
団
体
に

よ
る
専
門
家
派
遣
や
研
究
者
受
け
入
れ

と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
。

●
国
際
化
と
科
学
技
術
へ
の
投
資

途
上
国
で
は
、
大
学
・
高
等
教
育
が

輩
出
す
る
人
材
と
社
会
・
産
業
の
人
材

需
要
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
顕
在
化
し
や
す

い
。
一
九
八
〇
年
代
の
構
造
調
整
期
に

教
育
投
資
に
お
け
る
基
礎
教
育
の
収

益
率
の
優
位
が
確
定
し
、
基
礎
教
育
と

識
字
の
普
及
が
教
育
分
野
で
の
国
際
開

発
の
中
心
課
題
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
な
か
で
、
高
等
教

育
分
野
へ
の
国
際
開
発
投
資
に
つ
い
て

は
、
世
界
銀
行
な
ど
か
ら
厳
し
い
目
が

向
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
当
時
日
本
は

科
学
技
術
へ
の
投
資
を
強
化
し
、
情
報

化
と
国
際
化
と
を
課
題
と
し
て
い
た
た

め
、
高
等
教
育
に
関
し
て
は
、
途
上
国

の
研
究
活
動
の
振
興
を
促
す
拠
点
型
の

援
助
・
協
力
が
継
続
・
発
展
し
て
い
っ
た
。

留
学
生
の
受
け
入
れ
も
、
一
九
八
三

年
の
留
学
生
一
〇
万
人
計
画
開
始
に
よ

り
活
発
化
し
て
い
く
。
こ
の
計
画
は
そ

の
九
割
を
私
費
留
学
生
の
受
け
入
れ
に

よ
っ
て
賄
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
国
費

に
よ
る
奨
学
生
の
受
け
入
れ
も
ま
た
拡

大
を
続
け
、
無
償
資
金
援
助
や
円
借
款

に
よ
る
研
修
員
・
留
学
生
受
け
入
れ
事

業
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
た
。

●
知
識
社
会
の
主
役
へ

多
く
の
途
上
国
で
高
等
教
育
は
、
初

中
等
教
育
の
普
及
に
よ
る
進
学
需
要
増

に
よ
り
拡
大
し
続
け
、
私
立
セ
ク
タ
ー

の
拡
大
が
進
む
一
方
、
資
源
不
足
、
質

の
低
下
、
社
会
主
義
圏
で
の
シ
ス
テ
ム

崩
壊
な
ど
、
多
く
の
危
機
に
見
舞
わ
れ

た
。
ユ
ネ
ス
コ
は
、一
九
九
八
年
に「
高

等
教
育
世
界
宣
言
」
を
採
択
し
、
高
等

教
育
の
国
際
社
会
で
の
意
義
づ
け
を
明

確
に
し
た
。
こ
の
な
か
で
、
公
的
資
金

に
頼
ら
な
い
あ
り
方
を
模
索
し
な
が
ら

も
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
高
等
教
育
へ

の
投
資
が
課
題
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

世
界
銀
行
や
国
際
社
会
は
、
高
等
教
育

お
よ
び
科
学
技
術
分
野
に
対
し
て
知
識

社
会
の
成
長
を
牽
引
す
る
も
の
と
し
て

の
新
し
い
位
置
づ
け
を
与
え
た
。

知
識
社
会
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
、

次
の
よ
う
な
高
等
教
育
の
国
際
開
発
・

協
力
の
課
題
が
顕
在
化
し
た
。

第
一
は
、
世
界
水
準
の
大
学
の
建
設

を
求
め
る
動
き
で
あ
る
。
先
進
諸
国
に

よ
る
知
財
の
保
護
や
頭
脳
獲
得
な
ど
が

進
む
な
か
で
、
中
所
得
国
は
自
国
に
世

高
等
教
育
に
お
け
る
国
際
開
発
・

協
力
の
潮
流
と
課
題

―
日
本
は
何
が
で
き
る
の
か
？
―

【
教
育
段
階
編
：
高
等
教
育
】
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界
水
準
大
学
を
建
設
し
、
先
端
的
な
知

識
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
創
造
を
担
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

第
二
は
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
貿
易
と
質

保
証
の
問
題
で
あ
る
。
英
語
圏
を
中
心

に
財
政
圧
力
の
な
か
で
留
学
生
に
対
し

て
フ
ル
コ
ス
ト
の
教
育
費
負
担
を
求
め

る
国
が
増
え
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
は
Ｗ
Ｔ

Ｏ
や
自
由
貿
易
枠
組
み
で
交
渉
さ
れ
る

貿
易
産
品
と
な
っ
た
。
逆
に
、
こ
う
し

た
形
で
高
等
教
育
が
語
ら
れ
る
こ
と
へ

の
危
機
感
が
高
等
教
育
関
係
者
に
広
が

り
、
二
〇
〇
五
年
に
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
ユ

ネ
ス
コ
が
共
同
で
、「
国
境
を
越
え
て

提
供
さ
れ
る
高
等
教
育
の
質
保
証
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
た
。

第
三
は
、
地
域
高
等
教
育
圏
の
形
成

で
あ
る
。
一
九
九
九
年
、
欧
州
高
等
教

育
圏
の
設
立
を
目
指
し
た
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

宣
言
が
な
さ
れ
、
加
盟
各
国
は
教
育
制

度
や
質
の
保
証
、
単
位
互
換
制
度
な
ど

を
多
様
性
を
尊
重
し
な
が
ら
共
通
化
し
、

学
生
や
労
働
者
の
移
動
・
交
流
の
促
進

を
図
っ
て
き
た
。
こ
の
後
、
欧
州
の
枠

を
超
え
て
、チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
米
州
や
日
本
な
ど
に
も
自

主
的
な
運
動
が
広
が
っ
た
。

日
本
も
ま
た
、留
学
生
の
受
け
入
れ
・

送
り
出
し
の
双
方
を
経
験
す
る
国
と
し

て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
日

中
韓
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
の
枠
組
み
の

な
か
で
学
生
交
流
や
質
保
証
の
連
携
協

議
を
提
唱
し
て
い
る
。
ま
た
、
教
育
・

資
格
制
度
の
共
通
性
が
高
く
学
生
の
移

動
も
盛
ん
な
英
連
邦
諸
国
や
、
二
〇
一

五
年
に
統
合
を
目
指
す
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
の
間
で
は
、
質
保
証
や
能
力
開
発
の

た
め
の
途
上
国
支
援
に
国
際
機
関
な
ど

が
取
り
組
ん
で
い
る
他
、
欧
州
連
合
と

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の

協
力
も
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。　
　

●
多
国
間
協
力
の
な
か
で
の
新
展
開

長
年
に
わ
た
る
日
本
の
国
際
協
力
は
、

ケ
ニ
ア
の
ジ
ョ
モ
・
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
農
工

大
学
な
ど
の
名
門
大
学
を
生
み
出
す
一

方
、
東
ア
フ
リ
カ
三
国
の
開
発
の
た
め

の
研
究
活
動
を
支
え
る
国
際
機
関
Ａ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
や
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
ト
ッ
プ
大

学
に
よ
る
工
学
分
野
の
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
な
ど
を
支
援
す
るA

U
N
-

SEED
-net

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
に
、

多
国
間
協
力
を
支
援
す
る
も
の
へ
と
発

展
し
た
。
ま
た
、
教
育
学
分
野
で
広
島

大
学
な
ど
が
進
め
る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
の
間
の
対
話
や
、
名
古
屋
大
学
な
ど

に
よ
る
法
整
備
支
援
な
ど
、
協
力
分
野

に
も
広
が
り
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

二
〇
一
〇
年
代
に
入
る
と
、
マ
レ
ー
シ

ア
日
本
国
際
工
科
院
（
Ｍ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
）

や
エ
ジ
プ
ト
日
本
科
学
技
術
大
学
（
Ｅ

―
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
）
が
設
立
さ
れ
、
よ
り
日

本
が
前
面
に
出
さ
れ
た
形
で
の
大
学
協

力
支
援
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、

日
本
の
経
済
界
の
支
援
を
受
け
て
留
学

生
を
受
け
入
れ
て
い
る
国
際
大
学
や
立

命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
、
同
じ
く
民

間
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る
泰
日
工

業
大
学
な
ど
、
非
政
府
・
民
間
に
よ
る

国
際
協
力
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

●
新
し
い
協
力
分
野
の
可
能
性
と

課
題

現
在
、
新
し
い
協
力
分
野
と
し
て
、

大
学
や
高
等
教
育
を
め
ぐ
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
教
職
員
開
発
な

ど
が
国
際
的
注
目
を
集
め
て
い
る
。
東

南
ア
ジ
ア
教
育
大
臣
機
構
・
高
等
教
育

開
発
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｏ
―
Ｒ

Ｉ
Ｈ
Ｅ
Ｄ
）
は
、
加
盟
国
の
大
学
運
営

の
た
め
の
実
践
モ
デ
ル
を
求
め
、
米
英

豪
の
他
、中
国
に
対
し
て
の
ス
タ
デ
ィ
・

ビ
ジ
ッ
ト
を
中
核
事
業
の
ひ
と
つ
に
位

置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
世
界
銀
行
は
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
高
等
教
育
改
革
支
援
の

一
環
と
し
て
、
英
国
の
高
等
教
育
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
財
団
に
よ
る
指
導
者
研
修

や
、
ア
メ
リ
カ
大
学
へ
の
ス
タ
デ
ィ
・

ビ
ジ
ッ
ト
を
行
っ
た
。

新
興
国
家
が
台
頭
し
、
欧
米
を
中
心

と
し
た
留
学
を
経
て
人
材
が
帰
国
、
あ

る
い
は
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
発
展
さ

せ
る
こ
と
で
価
値
創
造
が
行
わ
れ
る
と

い
う
頭
脳
還
流
の
考
え
方
が
次
第
に
支

持
を
広
げ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
、
日

本
の
高
等
教
育
で
学
び
、
研
究
す
る
若

者
が
、
発
展
し
続
け
る
国
際
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
孤
立
を
深
め
て
い
る
こ
と

を
危
惧
す
る
指
摘
も
多
い
。
近
年
、
政

府
や
大
学
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

強
化
に
努
め
て
お
り
、
こ
の
問
題
を
国

際
開
発
・
協
力
人
材
の
育
成
と
か
ら
め

た
議
論
も
な
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ス
ト
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
議
論
に
お
い
て

も
、
基
礎
教
育
な
ど
に
加
え
て
高
等
教

育
へ
の
言
及
も
な
さ
れ
、
特
に
雇
用
促

進
へ
の
役
割
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
現

在
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
の
大

学
・
高
等
教
育
そ
の
も
の
の
国
際
的
な

通
用
力
・
競
争
力
の
強
化
で
あ
り
、
こ

れ
自
体
が
す
で
に
、
日
本
が
高
等
教
育

分
野
で
国
際
協
力
・
連
携
を
進
め
て
い

く
う
え
で
の
大
き
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

（
よ
ね
ざ
わ　

あ
き
よ
し
／
名
古
屋
大
学

大
学
院
国
際
開
発
研
究
科
准
教
授
）
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